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1. 要約
クロック同期形シリアル I/Oモードの受信では、表 3.1に示す項目の中から機能を選択できます。ここで

は、表 3.1に示す項目の中で、“○”印の内容を選択した場合の動作について説明します。以下、M16C/65を
例に挙げて説明します。

2. はじめに
この資料で説明する応用例は、次のマイコン、条件での利用に適用されます。

• マイコン :　M16C/63,64A,64C,65,65C,6C,5LD,56D,5L,56,5M,57グループ

このアプリケーションノートのご使用に際しては、ハードウェアマニュアルの最新版を参照し、十分な

評価を行ってください。
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3. 設定内容

注1. UART1を内部クロックで使用するときだけ選択できます。

注2. CTS0/RTS0 を分離し、RTS0をP6_0 端子から出力、CTS0をP6_4 端子から入力する機能です。こ

の機能選択時、UART1 のCTS/RTS機能は使用できません。UART1 のCTS/RTS禁止ビットを “1”に
してください。

4. 動作
(1) UARTi 送信バッファレジスタにダミーデータを書き込み、受信許可ビットを “1”、送信許可ビット

を“1”にすると、受信できる状態になります。同時に、RTSi端子の出力が“L”レベルになり、受信で

きる状態になったことを送信側に知らせます (送信側の ICでは、RTS出力が“L”レベルになったこと

を確認した後、転送クロックを出力してください )。
(2) 最初の転送クロックの立ち上がりエッジに同期して、RxDi端子の入力信号をUARTi受信レジスタの

最上位ビットに取り込みます。そして、転送クロックの立ち上がりエッジに同期して、UARTi受信

レジスタの内容を右にシフトしながらデータを取り込みます。
(3) UARTi受信レジスタに1バイトのデータが揃うと、UARTi受信レジスタの内容はUARTi受信バッファ

レジスタに転送されます。また、転送クロックは “H”レベルで停止します。同時に、受信完了フラ

グとUARTi受信割り込み要求ビットが“1”になります。

(4) 受信完了フラグはUARTi受信バッファレジスタの下位バイトを読み出したとき“0”になります。

表 3.1 設定内容

設定項目 設定内容 設定項目 設定内容

転送クロックソース 内部クロック
(f1SIO/f2SIO/f8SIO/f32SIO)

連続受信モード
○

禁止

○ 外部クロック(CLKi端子 ) 許可

RTS機能 ○ RTS機能許可 転送クロック複数端子
出力機能 (注1)

○ なし

RTS機能禁止 あり

CLK極性
○

転送クロックの立ち上がりで
受信データ入力

シリアルデータ論理
○

反転なし

転送クロックの立ち下がりで
受信データ入力

反転あり

転送フォーマット ○ LSBファースト CTS/RTS分離機能

(UART0)(注2)
○ 共通端子

MSBファースト 分離
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図 4.1に動作タイミングを示します。

図 4.1 クロック同期形シリアル I/Oモードの受信動作タイミング

D1 D2 D3 D4 D5D0D1 D2 D3 D4 D5 D6D0

動作例
(3) 受信完了

(2) 受信開始

(1) 受信許可

送信許可ビット
(TE)

送信バッファ
空フラグ(TI)

RTSi
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( )内はビットシンボルです。

上記タイミング図は次の設定条件の場合です。
●外部クロック選択

●RTS機能選択
●CLK極性選択ビット =“0”

fEXT：外部クロックの周波数

CLKi

RxDi

RTSi

マイクロコンピュータ

CLK

TxD

Port

送信側IC

(4) データの読み出し

CLKi

RxDi

受信完了フラグ
(RI)

受信割り込み要求

ビット(IR)

1/fEXT

“1”

“0”

“1”

“0”

UARTi 送信バッファレジスタにダミーデータを設定

UARTi送信レジスタ← UARTi送信バッファレジスタ

受信データの取り込み

D7

割り込み要求の受付、またはソフトウエアで“0”にする

データ受信前のCLKi端子の入力が“H”レベルのときに、
以下の条件が揃うようにしてください。
●送信許可ビット→ “1”
●受信許可ビット→ “1”
●UARTi送信バッファレジスタへのダミーデータの書き込み

結線例

受信許可ビット
(RE)

“1”

“0”

UARTi 受信レジスタ→UARTi
受信バッファレジスタ

UARTi 受信バッファレジスタ
の読み出し
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5. 設定手順

内/外部クロック選択ビット
1：外部クロック

UARTi送受信モードレジスタの設定 (i = 0～2, 5～7)
UART0送受信モードレジスタ 【0248h番地】 U0MR
UART1送受信モードレジスタ【0258h番地】 U1MR
UART2送受信モードレジスタ【0268h番地】 U2MR
UART5送受信モードレジスタ【0288h番地】 U5MR
UART6送受信モードレジスタ【0298h番地】 U6MR
UART7送受信モードレジスタ【02A8h番地】 U7MR

“001”に設定してください

スリープ選択ビット
クロック同期形シリアルI/Oモードでは“0”に設定してください

クロック同期形シリアルI/Oモードでは無効

b7 b0

0 10 01

クロック同期形シリアルI/Oモードでは無効

クロック同期形シリアルI/Oモードでは無効

CTS/RTS機能選択ビット(ビット4が“0”のとき有効)
1 : RTS機能を選択 (注2)

UARTi送受信制御レジスタ0の設定 (i = 0～2,  5～7)
UART0送受信制御レジスタ0 【024Ch番地】 U0C0
UART1送受信制御レジスタ0 【025Ch番地】 U1C0
UART2送受信制御レジスタ0 【026Ch番地】 U2C0
UART5送受信制御レジスタ0 【028Ch番地】 U5C0
UART6送受信制御レジスタ0 【029Ch番地】 U6C0
UART7送受信制御レジスタ0 【02ACh番地】 U7C0

UiBRGカウントソース選択ビット

0 0 : f1SIOまたはf2SIOを選択 (注1)
0 1 : f8SIOを選択
1 0 : f32SIOを選択
1 1 : 設定しないでください

b7 b0

10 00

b1 b0

送信レジスタ空フラグ
0 : 送信レジスタにデータあり(送信中)
1 : 送信レジスタにデータなし(送信完了)

CTS/RTS禁止ビット
0 : CTS/RTS機能許可

CLK極性選択ビット
0 : 転送クロックの立ち下がりで送信データ出力、立ち上がりで受信データ入力

転送フォーマット選択ビット
0 : LSBファースト

データ出力選択ビット
0：TXDi/SDAi、SCLi端子はCMOS出力
1：TXDi/SDAi、SCLi端子はNチャネルオープンドレイン出力

注1. PCLKRレジスタのPCLK1ビットが“0”の場合はf2SIO、“1”の場合はf1SIOになります。
注2. 対応するポート方向レジスタは“1”にしてください(出力モード)。
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UART1 CLK/CLKS選択ビット11
0 : CLK出力はCLK1のみ

UART送受信制御レジスタ2の設定

UART送受信制御レジスタ2 【0250h番地】
UCON

UART0連続受信モード許可ビット
0 : 連続受信モード禁止

b7 b0

0

ビット5が“1”のとき有効

UART0 CTS/RTS分離ビット
0 : CTS/RTS共通端子

UART1連続受信モード許可ビット
0 : 連続受信モード禁止

UARTi送受信制御レジスタ1の設定 (i = 0～2,  5～7)
UART0送受信制御レジスタ1 【024Dh番地】 U0C1
UART1送受信制御レジスタ1 【025Dh番地】 U1C1

b7 b0

0 0

データ論理選択ビット

0 : 反転なし

エラー信号出力許可ビット
クロック同期形シリアルI / Oモードでは“0”に設定してください

受信許可

UART0送受信制御レジスタ1 【024Dh番地】 U0C1
UART1送受信制御レジスタ1 【025Dh番地】 U1C1

送信許可ビット
1 : 送信許可

b7 b0

1

UART2送受信制御レジスタ1 【026Dh番地】 U2C1
UART5送受信制御レジスタ1 【028Dh番地】 U5C1
UART6送受信制御レジスタ1 【029Dh番地】 U6C1
UART7送受信制御レジスタ1 【02ADh番地】 U7C1

送信許可ビット
1 : 送信許可

1

b7 b0

0

受信許可ビット

1 : 受信許可

1

受信許可ビット
1 : 受信許可

1

00

UARTi連続受信モード許可ビット
0 : 連続受信モード禁止

UART2送受信制御レジスタ1 【026Dh番地】 U2C1
UART5送受信制御レジスタ1 【028Dh番地】 U5C1
UART6送受信制御レジスタ1 【029Dh番地】 U6C1
UART7送受信制御レジスタ1 【02ADh番地】 U7C1

b7 b0

0 0

データ論理選択ビット
0 : 反転なし

エラー信号出力許可ビット
クロック同期形シリアルI / Oモードでは“0”に設定してください

0
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ダミーデータの書き込み UART0送信バッファレジスタ 【024Bh, 024Ah番地】 U0TB
UART1送信バッファレジスタ 【025Bh, 025Ah番地】 U1TB
UART2送信バッファレジスタ 【026Bh, 026Ah番地】 U2TB
UART5送信バッファレジスタ 【028Bh, 028Ah番地】 U5TB
UART6送信バッファレジスタ 【029Bh, 029Ah番地】 U6TB
UART7送信バッファレジスタ 【02ABh, 02AAh番地】 U7TB
ダミーデータを設定

b7 b0 b7 b0
(b15) (b8)

受信完了をチェック
UART0送受信制御レジスタ1 【024Dh番地】 U0C1
UART1送受信制御レジスタ1 【025Dh番地】 U1C1

受信完了フラグ
  0 : 受信バッファレジスタにデータなし
  1 : 受信バッファレジスタにデータあり

b7 b0 UART2送受信制御レジスタ1 【026Dh番地】 U2C1
UART5送受信制御レジスタ1 【028Dh番地】 U5C1
UART6送受信制御レジスタ1 【029Dh番地】 U6C1
UART7送受信制御レジスタ1 【02ADh番地】 U7C1

受信完了フラグ
  0 : 受信バッファレジスタにデータなし
  1 : 受信バッファレジスタにデータあり

b7 b0

エラーチェック UART0受信バッファレジスタ 【024Fh, 024Eh番地】 U0RB
UART1受信バッファレジスタ 【025Fh, 025Eh番地】 U1RB
UART2受信バッファレジスタ 【026Fh, 026Eh番地】 U2RB
UART5受信バッファレジスタ 【028Fh, 028Eh番地】 U5RB
UART6受信バッファレジスタ 【029Fh, 029Eh番地】 U6RB
UART7受信バッファレジスタ 【02AFh, 02AEh番地】 U7RB

受信データ

b7 b0 b7 b0
(b15) (b8)

受信開始

受信データ読み出し後の処理

オーバランエラーフラグ
  0 : オーバランエラーなし
  1 : オーバランエラー発生
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6. サンプルコード
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。

7. 参考ドキュメント
M16C/63 ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.2.00
M16C/64A ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.2.00
M16C/64C ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.00
M16C/65 ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.2.00
M16C/65C ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.00
M16C/6C ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.2.00
M16C/5LD、M16C/56D ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.10
M16C/5L、M16C/56 ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.00
M16C/5M、M16C/57 ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.01
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

テクニカルアップデート /テクニカルニュース

(最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

Cコンパイラマニュアル

M16Cシリーズ、R8Cファミリ用 Cコンパイラパッケージ　V.5.45
Cコンパイラユーザーズマニュアル　Rev.2.00
(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

ホームページとサポート窓口
ルネサス エレクトロニクスホームページ

http://japan.renesas.com/

お問合せ先
http://japan.renesas.com/inquiry
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 
【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 
CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端

子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が

流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子

の処理」で説明する指示に従い処理してください。 
2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 
電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 
外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 
同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 
3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 
アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 
4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 
プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 
リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 
5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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